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Abstract
　The purpose of this paper was to clarify the potential value and effects of 
outdoor tourism using online resources during the COVID-19 pandemic and to 
suggest the possibility for outdoor tourism in the future. 
　As a conclusion, it was shown that online tours conveyed the charm of the 
region and increased interest for tourists. This paper suggests that online tours 
may be an effective promotion tool for sightseeing trips and outdoor tourism 
which may lead to actual tourism activities.
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１．背景
　2020 年に確認された新型コロナウイルス感染症 COVID-19（以下、新型コロナ感染症と
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する）の大流行は世界を未曾有の危機へと追い込み、人々の暮らしや価値観を大きく変化
させた。我が国においては、2020 年 4 月に 1 回目の緊急事態宣言が発出され、経済活動は
滞り一気に自粛ムードが高まった。スポーツ界では、東京オリンピック・パラリンピック
の延期が決定し、国内のプロスポーツリーグにおいても一時中断や延期などの措置がとら
れ、その後も様々な制限を設けた中での運営が続いている。アマチュアスポーツや学生ス
ポーツにおいては、選抜高校野球や全国高等学校総合体育大会（インターハイ）など多く
の大会やイベントが中止となり、シニア層を対象とした全国健康福祉祭（ねんりんピック）
も中止となった。そのような状況下においても、「野外は風通しが良いので、飛沫感染を予
防しやすい 1）」と感染症に詳しい専門家の指摘などがあり、屋外では 3 密を避けられ、気
分転換やリフレッシュできるキャンプに注目が集まった。そして、こうした情報などの影
響もありキャンプ場には多くの人が訪れる結果となった。すると逆に感染予防の観点など
から多くのキャンプ場が閉鎖せざるを得ない状況となり、自然の家などの青少年教育施設
においては 2020 年 4 月末の時点で 9 割以上が受け入れを停止する結果となった 2）。
　小中高校の一斉臨時休校や緊急事態宣言などの影響により、人々の暮らしは大きな変化
を強いられた。新型コロナ感染症の拡大・蔓延、そして感染予防対策として提唱された「ス
テイホーム」では外出を控え自宅で過ごすことが推奨され、屋外でのあらゆる活動はほぼ
全てが規制の対象となった。しかし、こうしたコロナ禍の中で飛躍したのがデジタルコン
テンツである。ビジネス界ではリモートワークやワーケーション、教育界では zoom 等を
活用した遠隔授業が一気に広がりを見せた。また、スポーツやレジャーにおいても同様に
ギフティング（投げ銭）やオンライン体験ツアー等、さまざまな新しいサービス展開が一
気に加速した。コロナ禍においては、海外渡航や海外からの入国が制限されるなどの水際
対策が講じられる中、オンラインを活用した海外旅行や世界各地のアクティビティ体験な
ど安全に安価で参加できるサービスも続々と登場した。
　コロナ禍で一気に発展したオンライン体験ツアーの実施件数は右肩上がりに増え続け、
株式会社エイチ・アイ・エス 3）は、2021 年 6 月末までに累計 4,500 本以上のツアーを催行、
体験者数は 10 万人を突破したと報告している。しかし、オンラインツアーが登場した初期
の調査 4）では、オンラインツアーの利用率は 20 代が最も高く 25.3％であり、これまで旅行
消費を牽引してきたシニア層については、60 歳以上で 3.4％と低調であった。通常の旅行
意欲に関しても同様に、シニア層の意欲は低く旅行消費の世代交代とも言われている。
　新型コロナ感染症が流行する以前の世界的な観光のトレンドは、物を所有することに価
値を見出すのではなく、その物を購入することによって得られる経験、もしくはサービス
の経験そのものの購入に価値を見出す「コト消費」へシフトした。そして、我が国におい
ても観光名所を巡る従来のツアーに加え、近年では様々な分野を観光資源とした体験型の
コンテンツや地域の方々との交流を楽しむ「ニューツーリズム」が地域活性化やビジネス
チャンスとして捉えられている。ツーリズムの研究においては、スポーツツーリズム、ヘ
ルスツーリズム、ウエルネスツーリズムなどスポーツや健康に着目したもの、グリーンツー
リズムやエコツーリズム、ニューツーリズムなど直接的な自然体験を通しての実践報告や
その成果等は多く報告されている 5）6）7）8）9）10）。昨今では、今その場でしか体験できないこと
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を消費する「トキ消費」や商品・サービスそのものが持っている機能や効能だけではなく、
その商品が付帯的に持っている社会的・文化的な価値に共感し、選択する「イミ消費」な
どにも注目が集まっている。
　観光産業においては、様々な効果が期待されているが政策としても注目されてきた背景
がある。2007 年に観光立国推進基本法が施行され、2008 年には観光庁が創設された。観光
立国推進基本法においては、観光に期待される効果のひとつとして「地域経済の活性化、
雇用の機会の増大等国民経済のあらゆる領域にわたりその発展に寄与する」ことが明確に
うたわれている。また、2015 年に創設されたスポーツ庁においても、スポーツによるまち
づくりやスポーツツーリズムを推進し、2017 年に「アウトドアスポーツ推進宣言」を発表
した。そして翌年の 2018 年には、スポーツツーリズム需要拡大戦略の新規重点テーマとし
て「アウトドアスポーツツーリズム」を発表している。スポーツ庁 Web 広報マガジン 11）

では、訪日外国人の消費動向において日本滞在中の満足度が高かったものとして、「日本の
日常生活体験」や「日本食」「温泉入浴」などがあり、同様に「スポーツ観戦」や「自然散
策」などのスポーツに関わる評価も高い結果であったことを取り上げている。また、スポー
ツツーリズムに関する海外マーケティング調査報告書の結果では、「スノースポーツ（ス
キー・スノーボード等）・スノーアクティビティ」「登山・ハイキング・トレッキング」

「ウォーキング」の人気が高かったことを発信している。
　オートキャンプ白書 202112）では、昨今のキャンプブームについて「コロナ禍において外
出や移動制限が強いられたこともあり、日常生活でキャンプ道具をつかう「おうちキャン
プ」や自宅のベランダでグランピング気分を味わうような「ベランピング」という言葉が
誕生し、2020 年の流行語大賞のトップ 10 に「ソロキャンプ」がノミネートされた。キャ
ンプ場の予約についてはインターネットの割合が増加しており、宣伝方法ではインスタグ
ラムが前年度より倍増し、SNS を活用しキャンプ場の魅力を積極的に発信している。」と
概説している。
　
２．目的
　本研究では、コロナ禍でのアウトドアブームに鑑みアウトドアツーリズムにおけるオン
ラインコンテンツの価値創造とその効果を明らかにすることである。また調査結果や社会
状況の変化から今後のアウトドアツーリズムの可能性を示唆することである。

３．方法
3-1．オンラインコンテンツの作成と地域特性
　本研究の目的は、アウトドアツーリズムにおけるオンラインコンテンツの価値創造とそ
の効果を明らかにすることであり、まず初めにオンラインコンテンツの作成について検討
を行った。近年はスマートフォンの性能が向上し、だれでも簡単にある程度質の高い動画
を作成できる。しかし、研究目的を達成するため、スポーツ、観光、経営など幅広い分野
で活躍するクリエーター A 氏に映像作成を依頼した。次に、アウトドアスポーツとツーリ
ズム（観光）に着目し、地域の選定を検討した。本研究の意義や目的と A 氏の動画制作の
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コンセプトなど協議を重ねた結果、1985 年に日本初となる国際トライアスロン大会を開催
し、2018 年７月に世界文化遺産に登録された熊本県天草市（以下、天草市とする）を対象
地域とすることに決定した。天草市は A 氏にゆかりのある地域でもあり、行政関係者、観
光事業者（観光協会・ホテル）、地元漁協関係者からも協力を得ることができた。
　天草市の魅力を伝えるコンテンツとして「天草プリンスホテル」にて実施されている、
女将さんが案内するウォーキングとヘルシーな食事とのパッケージプログラム「天草へル
スツーリズム－女将と歩く、早朝ウォーキング－」について、西村 13）は「2009 年 10 月に
スタートし、2016 年 3 月には延べ参加者が 4 万 3394 人を超えた。口コミなどで人気はじ
わじわと高まり、100 回以上のリピーターがいるほどの名物企画となり、今や天草地域全
体で 42 コースになる。」また、「行政が休憩するところやトイレを作ってくれたり、地元の
人たちがトイレを貸したり、ウォーキングの参加者が訪れることで地域住民の方々は、石
垣群の価値を再発見し、自ら再整備をされ、更なる価値を生み出している。」と紹介してい
る。このように、天草市は地元住民や行政が域外からの受け入れに対して理解を示し、か
つ協力的であり、アウトドアツーリズムのポテンシャルを有する地域であると言える。
　オンラインコンテンツのコンセプトは後に示す 3 つに絞り、ショートバージョン（30 秒
程度）、ロングバージョン（90 秒程度）の動画を作成した。動画の長さは、今後 SNS への
活用を考慮すると共に、Z 世代（大学生）へのヒアリングを行い、共同研究者や関係者等
の意見も参考に 30 秒程度と 90 秒程度に決定した。動画のコンセプトは、以下の 3 つであ
る。
①ネイチャー＆カルチャー（自然や文化の環境等）
②アクティビティ（地域の魅力を体験するための活動、楽しむための活動）
③ローカルフード（地域の食文化、上記①・②を満喫するための魅力や資源）

3-2．調査対象
　調査対象は、デジタルネイティブやＺ世代である本学大学生・短期大学生とした。調査
は、2021 年度後期（オンライン授業など）を通じて Google Forms で行い、調査協力への
同意後に回答を求めた。本研究の対象者は、前述した通りコロナ禍において旅行消費の世
代交代とも言われており、オンライン体験ツアーの利用率も高いセグメンテーションであ
る。

3-3．分析
　新型コロナ感染症が蔓延する以前の「余暇活動の充実度」や「旅行の頻度」、「アウトド
アスポーツへの興味関心」の様子について 4 件法を用いて回答を求めた。また、オンライ
ンコンテンツ（動画）の評価については、動画を視聴したことによりその地域の魅力が伝
わったか、また興味関心が高まったかを 4 件法を用いて回答を求めた。天草市の魅力（自
然環境やアクティビティ、食文化等）について、動画視聴後に他者への推奨度を検証する
為、「NPS®：ネット・プロモーター・スコア（以下、NPS とする）」の尺度を用いて回答
を求めた。NPS は、マーケティング調査等でロイヤルティを測る調査手法であり NPS® 完
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全ガイド 14）を参考に、この地域を友人や家族などに薦めたいと思うかについて、「0：全く
そう思わない」～「10：非常にそう思う」の 11 段階にて回答を求めた。
　また、ツーリズムの研究において重要な要素のひとつである費用面については、観光地
などのレクリエーションに関する価値の分析等に用いられている CVM：Contingent 
Valuation Method（仮想的市場評価法、以下 CVM とする）を用いて、仮想イベントに対
する最高の支払い額を求めた。CVM15）とは、アンケート調査を用いて人々に支払意思額等
を尋ねることで、市場で取り引きされていない財（効果）の価値を計測する手法であり、
本研究においては価値創造のひとつの指標とした。
　分析については、単純集計、クロス集計を行い、NSP 得点や興味関心度、魅力が伝わっ
たか等、性別や興味関心度等での比較についてはｔ検定を行った。

４．結果
4-1. 回答者の属性
　本調査における有効回答数は 190 であり、回答者の内訳は、1 年生 50.5％、2 年生 28.4％、
3 年生 19.5％、4 年生 0.5％、未回答 1.1％で、男女比は男性 33.7％、女性 66.3％であった。
クロス集計の結果、男性は１年生 41.3％、2 年生 3.2％、3 年生 55.6％、4 年生 0％、女性は
1 年生 56.0％、2 年生 41.6％、3 年生 1.6％、4 年生 0.8％と 1 年生の女性が最も高い結果で
あった（表１）。　
　所属学科については、経営学科 15.3％、心理コミュニケーション学科 3.7％、人間健康科
学科 18.9％、スポーツ行動学科 5.8％、国際観光学科 2.6％、ライフデザイン学科 43.7％、栄
養学科 8.9％、その他 1.1％であった。

4-2．新型コロナ感染症が蔓延する以前の日常について
　新型コロナ感染症が蔓延し、旅行やレジャー活動の自粛生活が続いているが、新型コロ
ナ感染症が蔓延する以前の「余暇活動の充実度」、「アウトドアスポーツへの興味関心」、

「SNS の活用」等の様子について回答を求めた。その結果、余暇活動の充実度については、
「とても充実していた」38.4％、「やや充実していた」46.3％と充実していた割合は約 85％
であった（図 1）。さらに、アウトドアスポーツへの興味関心については、「とてもあった」
32.1％、「少しあった」44.2％と 75％超が興味関心を示した（図 2）。また、旅行やレジャー
の情報を WEB や SNS で得ているかどうかという問いに対しては、「とても得ていた」
17.9％、「少し得ていた」45.8％と 60％以上が WEB や SNS から情報を得ていた（図 3）。し

表 1　性別と学年の割合
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かし、旅行やレジャー情報を WEB や SNS で発信しているかどうかに関しては、「とても
発信している」割合は 6.3％「少し発信していた」20.5％と 25％程度であった（図 4）。

4-3. 天草市の認知度とオンラインコンテンツの評価について
　天草市の認知度に関して、「知っている」と回答した人は 22.6％（43 名）、「知らない」と
回答した人は 77.4％（147 名）であった。また、「知っている」と回答した人にどの程度
知っているかについて回答を求めたところ、「地名を知っている」と回答した人が 8 割を超
えたが、訪問の計画を考えたことがあると回答した人は 2.4％（1 名）のみであった。
　動画視聴後の評価として「この地域への興味関心が高まったか」について回答を求めた
ところ、「とても高まった」11.6％、「やや高まった」65.8％、「あまり高まらなかった」
20.5％、「全く高まらなかった」2.1％と 8 割弱の人が天草市への興味関心が高まったと感じ
ていた。性別によるクロス集計の結果、男性では「とても高まった」6.3％、「やや高まっ
た」59.4％、「あまり高まらなかった」32.8％、「全く高まらなかった」1.6％、女性では「と
ても高まった」14.3％、「やや高まった」69.0％、「あまり高まらなかった」14.3％、「全く

図 2　アウトドアスポーツへの興味関心
（コロナ禍以前）

図 1　余暇活動の充実度
（コロナ禍以前）

図 3　 Web や SNS からの旅行やレジャー
の情報（コロナ禍以前）

図 4　旅行やレジャー体験など SNS での発信
（コロナ禍以前）
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高まらなかった」2.4％であった。その後、全く高まらなかった：1 点～とても高まった：
4 点と得点化し男女間でｔ検定を用いて比較した結果、男性 1.67、女性 1.85 と 0.18 女性の
方が高い値となり 1％水準の有意差が認められた（t（188）＝2.69, p<0.1）（図 5）。また、評
価として「この地域の魅力が伝わった」かについて回答を求めたところ、「とても伝わっ
た」30.5％、「やや伝わった」59.5％、「あまり伝わらなかった」10.0％と 9 割の人が伝わっ
たと感じていた。性別によるクロス集計の結果、男性では「とても伝わった」18.8％、「や
や伝わった」67.2％、「あまり伝わらなかった」14.1％、女性では、「とても伝わった」36.5％、

「やや伝わった」55.6％、「あまり伝わらなかった」7.9％であった。その後、全く伝わらな
かった：1 点～とても伝わった：4 点と得点化し男女間でｔ検定を用いて比較した結果、男
性 3.05、女性 3.29 と女性の方が 0.24 高い値となり 1％水準の有意差が認められた（t（188）
＝2.61, p<0.1）（図 6）。
　次に、この動画で紹介された地域や観光コンテンツ（情報の内容等）を友人や家族など
に薦める可能性について NPS を用いて 0 ～ 10 点の尺度で回答を求めたところ、平均点は
5.4 点であり得点の分散については、「6 点」が最も高い値を示した。コロナ禍以前のアウ

図 5　天草市への興味関心度

図 6　天草への魅力伝達度
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トドアスポーツの興味関心について、全く興味がなかった：1 点～とても興味があった：4
点と得点化し、１~ ２点を「興味なし群」、３～４点を「興味ある群」の２群に分類しｔ検
定を用いて比較した結果、興味なし 4.65、興味あり群 5.56 と興味あり群が 0.91 高い値とな
り 5％水準の有意差が認められた（t（174）＝2.12, p<0.5）（図 7）。
　動画を視聴し天草市への興味関心が高まったかどうか、また天草市への魅力が伝わった
かどうかについて、同様に得点化の後 2 群に分類し t 検定を用いて比較を行った。その結
果、興味関心について、興味関心が高まらなかった群 3.23、興味関心が高まった群 5.98 と
高まった群が 2.75 高い値となり 0.1％水準で有意差が認められた（t（56）＝7.79, p<0.01） 

（図 8）。魅力伝達について、魅力が伝わった群 5.60、魅力が伝わらなかった群 3.37 と魅力
が伝わった群が 2.23 高い値となり 0.1％水準で有意差が認められた（t（188）＝4.30, p<0.01）

（図 9）。男女間やコロナ禍以前の旅行頻度、情報入手や情報発信についても同様に得点化

図 8　NPS（天草市への興味関心）

図 7　NPS（コロナ禍以前のアウトドアスポーツ）
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し 2 群に分類した後にｔ検定を用いて比較したが有意な差は認められなかった。

4-4. 仮想市場価値評価法（CVM）による観光消費額の推計について
　今回の動画で紹介された、①ネイチャー＆カルチャー、②アクティビティ、③ローカル
フードの全てを満喫できる「1DAY 体験イベント（仮想）」があるとしたら、交通費以外
でこのイベント（参加費のみ）に最高いくらまで支払ってもよいと思いますか？という問
いに対して、500 円、1,000 円、2,000 円と 10,000 円までを 1,000 円間隔で設定し、10,000 円
以上は 15,000 円、20,000 円、と 5,000 円間隔で 40,000 円を上限に設定した。全体では、「最
高 5,000 円まで」、「最高 10,000 円まで」支払ってもよいという回答の割合が 19.5％と同率
で最も高い結果であった。性別でみると女性は「最高 5,000 円まで」が 23.0％、男性は「最
高 10,000 円まで」が 25.0％という回答の割合が最も高い結果となった（表 2）。

　NSP に関する分析で有意差が認められた項目（1. コロナ禍以前のアウトドアスポーツへ
の興味関心、2. 動画視聴後の天草市への興味関心、3. 動画視聴後の天草市への魅力伝達）
と CVM にてクロス集計を行った。コロナ禍以前のアウトドアスポーツへの興味関心と
CVM のクロス集計では、3,000 円、8,000 円、10,000 円、20,000 円、25,000 円、35,000 円に
おいて「興味関心なし群」の方が高い割合を示した（図 10）。動画視聴後の天草市への興

図 9　NPS（天草市の魅力伝達度）

表 2　1DAY イベントの最高支払額
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味関心と CVM のクロス集計では、15,000 円以上の金額全てで「興味関心が高まらなかっ
た群」の方が高い値を示した（図 11）。同様に天草市への魅力伝達と CVM のクロス集計
では、「魅力が伝わらなかった群」において 20,000 円以上の回答が見られず、3,000 円とい
う安価な金額設定が高い割合を示した（図 12）。

図 10　CVM ×コロナ禍以前のアウトドアスポーツ

図 11　CVM ×天草市への興味関心度
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4-5. アウトドアツーリズムの価値を高める手法
　アウトドアツーリズムの価値を高める手法として、「口コミ」、「SNS（写真と文字で紹
介）」、「SNS（動画で紹介）」、「雑誌などの紙媒体」、「チラシやダイレクトメール」の有効
性について回答を求めた。複数回答の結果、「SNS（写真と文字）」84.7％、「SNS（動画）」
67.9％、「口コミ」48.9％、「チラシ」22.6％という結果であった。上記項目について、その
中でも最も有効であると思う項目について回答を求めた結果、「SNS（写真と文字で紹介）」
53.2％が最も高く、次いで SNS 等（動画で紹介）34.2％であった。その他、「口コミ」は
11.1％、「雑誌などの紙媒体」は 1.6％であった。最も有効だと思うものについて、性別に
よるクロス集計の結果、男性では「口コミ」7.8％、「SNS（写真と文字で紹介）」53.1％、

「SNS（動画で紹介）」35.9％、「雑誌などの紙媒体」3.1％、「チラシやダイレクトメール」
0％、女性では「口コミ」12.7％、「SNS（写真と文字で紹介）」53.2％、「SNS（動画で紹
介）」33.3％、「雑誌などの紙媒体」0.8％、「チラシやダイレクトメール」0％、であった（表
3）。アウトドアツーリズムの価値を高める手法においても NSP に関する分析で有意差が認
められた項目（1. コロナ禍以前のアウトドアスポーツへの興味関心、2. 動画視聴後の天草
市への興味関心、3. 動画視聴後の天草市への魅力伝達）及び性別とのクロス集計を行った。
コロナ禍以前のアウトドアスポーツへの興味関心、動画視聴後の天草市への興味関心度、
動画視聴後の天草市への魅力伝達度、及び性別の全てにおいて「SNS」に関する回答が 85％
を超える結果となった。

５．考察
　本研究は、長引くコロナ禍においてアウトドアツーリズムにおけるオンラインコンテン
ツの価値創造とその効果を明らかにするために、デジタルネイティブやＺ世代とも言われ

図 12　CVM ×天草市の魅力伝達度

65

コロナ禍におけるオンラインコンテンツを活用したアウトドアツーリズムの可能性



ている大学生・短期大学生を対象として Web 調査を実施した。Web 調査の場合、一般的
には広く対象を募ることも可能であるが、研究者からの発信ということで身近な集団（セ
グメント）となり調査対象者を限定的にしてしまう可能性がある。そこで、本研究では研
究の趣旨を理解していただける教員の授業において受講生から協力者を募り、学科特性や
授業の内容によって回答に偏りや歪みが生じないよう考慮した。また、デジタルネイティ
ブやＺ世代とも言われている若者の意見を広く収集する為、多少のばらつきはあるものの
学部学科を横断し多くの学生から回答を得ることができた。
　NPS における評価は、スコア 0 ～ 6 を批判者、7 ～ 8 を中立者、9 ～ 10 を推奨者として
捉え、継続した調査を通して批判者を減らし推奨者を増やしていく過程から、ポジティブ
な要因把握、ネガティブな要因分析を行うものである。しかし、本研究はマーケティング
調査ではなく、継続した調査が計画されていないことから前述の評価方法を採用せず、平
均値や分布の割合、男女間等による比較にて分析を行った。オンラインコンテンツの評価
としての NPS については、自らの意志ではなく調査の為の動画視聴であったということも
あり、平均値や分散についてもほぼ中央値になってしまったが、天草市の魅力が伝わった
という割合は 9 割と非常に高く、天草市への興味関心が高まったという割合も 8 割程度と
高い割合を示した。辻本 16）は、天草市でのヘルスツーリズムの成功要因を「もともと、健
康を大切に思う風土もあり、温暖な気候やおいしい食材に恵まれており、ヘルスツーリズ
ムの要素はそろっている」と評価し、「天草プリンスホテルのシステムは観光資源を発掘し
て、それをヘルスツーリズムの拠点として有効活用した新しい方法といえる」と述べてい
る。自由記述では、「すごく自然が豊かなところで行ってみたいと思った」や「姉が熊本県
に住んでいるので行ってみたいと思った」など今回調査対象となった学生達が、本研究へ
の関わりを機に天草市の存在を知り、興味関心を持ったことで今後実際に天草市を訪れる

表 3　1DAY イベントの最高支払額
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可能性が示唆された。また、「海」、「イルカ」、「自然」、「海鮮料理」などのワードが入った
意見も多く見られた（表 4）。

　コロナ禍以前の日常において、情報を発信する際の手法としては、男女共に 9 割弱が SNS
と回答している。大学生を対象とした「SNS 利用に関するアンケート結果 202017）」によれ
ば、1 日のスマートフォン使用時間について、59.8％が 5 時間以上スマホを利用しており、
2019 年の調査結果と比較すると、5 時間以上スマホを使用する層は 15.9 ポイント増加し外

表 4　自由記述のキーワード件数と興味関心を持った主な理由

67

コロナ禍におけるオンラインコンテンツを活用したアウトドアツーリズムの可能性



出自粛の影響がみられたと報告している。さらに 2021 年の同調査結果 18）では、スマホ使
用時間が 7 時間以上（27％）という回答の割合がもっとも高く、大学のオンライン授業や
SNS、サブスクリプション（動画配信）の視聴などでスマホを常時利用している様子がう
かがえるとの報告がなされている。総務省情報通信政策研究所 19）の報告によれば、

「Instagram」の利用率は、全年代では一貫して増加しており、「LINE」に次ぐ利用率であ
り、動画共有系では「YouTube」が 10 代から 40 代で 90％を超える利用率であり、情報源
としての重要度では 10 代から 30 代では「インターネット」であることを報告している。
こうした結果からも、今日におけるオンラインコンテンツを活用した SNS マーケティング
の有効性がうかがえる。
　2022 年のゴールデンウィークは、コロナ禍以降初めて制限のない大型連休を過ごすこと
ができ、その後も国内外の旅行について少しずつ再開の兆しが見えてきた。また、国内各
地でお得に旅行を楽しめる各種サービスが登場し、事業者側のオンラインコンテンツを活
用したマーケティングや消費者側のオンラインコンテンツを活用した情報収集は今後さら
に充実されることが推察される。オートキャンプ白書 202112）によれば、宣伝方法はホーム
ページや SNS などインターネットによる宣伝が主力としながらも、約 6 割のキャンプ場に
おいてはパンフレットやチラシの配布を行っていることを明らかにしている。そして、2020
年はインスタグラムでの宣伝が前年から倍増したことを報告している。
　CVM については、最高支払額が 5,000 円と 10,000 円が同率で最も高い値を示し、金額の
みを比べると倍額の違いが見られた。最高支払額の性別による違いでは、男性が 10,000 円
で女性が 5,000 円という結果となった。この男女差については、「Z 世代の旅行やコロナ禍
での遊び方についての調査 20）」の結果においても同様に、国内旅行の消費額は女性より男
性の方が高い金額を示している。同調査の消費項目では、レジャーや観光に関しても男性
の消費額が高く、唯一女性の方が高いのは宿泊に関する費用であった。しかし、本研究で
は体験イベントに関する費用という設定であった為、交通費や食費を含まない条件での回
答であった。様々な消費スタイルやツーリズムが登場している今日において、体験におけ
る費用だけでなく、移動手段や宿泊先、食事なども重要な促進要因となり、いかに付加価
値として発信できるかが、今後のアウトドアツーリズムにおいても課題になるであろう。
　コロナ禍以前のアウトドアスポーツへの興味関心と CVM のクロス集計では、8,000 円、
10,000 円、20,000 円、35,000 円において「興味関心なし群」の方が高い割合を示し、動画
視聴後の天草市への興味関心度と CVM のクロス集計では、15,000 円以上の金額では「興
味関心が高まらなかった群」の方が高い値を示した。これらの結果は、ネガティブな群に
対しても動画を通じてインパクトを与えることができ、潜在顧客の増加や今後のリアルな
旅行消費へと繋がる可能性が示唆された。新田ら 21）は、公共牧場への来場者を対象に仮想
のサービスを提示し公共牧場のもつレクリエーション機能を経済的に評価しており、
栗山 22）は、「支払意志額には観光地のイメージなども影響しており、その地域への関心が
高まることでその地域でのレクリエーションの価値も高まる」と述べている。また、「推定
したモデルが異なると単純には比較できないが、レクリエーションの価値と景観価値は近
い点があり、観光地としてのイメージが高まるほどそこでのレクリエーションの価値が高
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まる」とも述べている。
　本研究では、大阪で在籍する学生が遠く離れた天草市の自然やアクティビティ、食文化
などの情報についてオンラインコンテンツを介してどのように認識したのか、また今後の
ツーリズムの可能性に関する分析を行った。訪問経験者や認知度に関する割合は低い結果
ではあったが、動画を通じて魅力を感じ、興味関心を高めることにつながった。そして、
関心を持つことがレクリエーションの価値や景観価値へとプラスの影響をもたらすという
考察からも、今後の天草市におけるアウトドアツーリズムによる観光促進に期待が持てる
ことが示唆された。

６．結論
　本研究の結果では、オンラインコンテンツにより天草市の魅力が伝わり、また興味関心
が高まることが明らかになった。そして、性別による比較では、男性より女性の方が有意
に高いことが明らかとなった。
　イベントに対する最高支払額は 5,000 円までと 10,000 円までが同率で最も高い結果とな
り、性別による比較では、女性より男性の方が高いことが明らかとなった。また、ポジティ
ブな群だけでなく、ネガティブな群に対しても動画を通じてインパクトを与えることがで
き、潜在顧客の増加や今後のリアルな旅行消費へと繋がる可能性が示唆された。
　アウトドアツーリズムの価値を高める手法として SNS が有効と考える Z 世代において、
これを機に天草市の存在を知ったことから潜在顧客の増加やリアルな旅行へとつながり、
今後のアウトドアツーリズムの可能性や価値創造につながることが示唆された。
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